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今月のじょうほうカフェは８日です。

講座のご案内

半身麻痺でも
伝えられる事がある！

2024.

9/29（日）

障がい理解講演会

講座開始 13:30-15:00
受付開始 13:00

パラリンピック閉会式出演アーティスト
「片腕のギタリスト輝彦」の勇気と復活の
物語に触れる !

料金500 円／要予約

病気によって半身麻痺という大きな困難に直面した輝彦さん。
その逆境を乗り越え、再びギターを弾き始めることで新たな
人生を歩み始めました。本講座では、身体的な制約を克服し、
再び音楽の世界に戻るために一番大切だったこと、体験者
だからこそ出来る病気の前兆の話などと共に、片腕でギターを
演奏するミニライブもお楽しみください！

9 月 4日（水）9:00~ 申込み開始！

申込・詳細はチラシかナニスルを
ご覧ください。

2024 年度版
ずし市民活動生涯学習団体ガイドブックが完成します！
このガイドブックは、主に逗子市内を拠点に活動している様々な団体を広く紹介する為に毎年作成して
いるものです。本誌が皆さまにとって市民活動や生涯学習参加のきっかけになったり、情報共有の一助
になればと願っています。
 本誌を作成するにあたりまして「市民活動・生涯学習団体登録シート」の提出にご協力をいただいた
各団体の皆さまに改めて感謝いたします。 　編集スタッフ一同

ご活用ください！市民活動相談コーナー
当センターには、あらゆる事に精通したスタッフが在籍しています。
法人化、映像PR、会計、チラシのデザイン、組織運営など市民活動にまつわるご相談を
お気軽にお寄せください。

逗子文化プラザ市民交流センターはインターンシップを募集しています。

職業体験でNPOのスタートアップの世界を覗いて
みませんか？社会課題への取り組みに興味がある方、
応募をお待ちしています。

申込みフォーム▶▶

申込みフォーム▶▶
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10 月分先着予約開始

11月分抽選発表
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※屋内温水プールの営業に
　関してはプール受付に
　お問合せください。

プール直通 ： 046-872-3004

開館時間
【平日・土曜日】
開 館 9:00~21:00 
受付終了 20:00
【日曜日】
開 館 9:00~18:00
受付終了 17:00

休館日
第1・第3火曜日
祝日の場合は開館し
翌日に振替閉館 
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イベント・講座

〒249-0006 逗子市逗子 4-2-11

TEL　046-872-3001
FAX   046-872-3003
MAIL    ac-center@zushi-psc.org・JR逗子駅より徒歩５分

・京急逗子・葉山駅より徒歩３分
・逗子文化プラザ駐車場、清水橋南駐車場利用可能

https://www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/

逗子文化プラザ 市民交流センター

JR逗子駅

京急
逗子･葉山駅

東口

卍
P

P

twitter Instagram YouTube

休

休 休館日

川́  ゝ 巛
巛

今月は、障がい者理解講演の一環として、「片腕のギタリスト輝彦」さんによる講演の前編を開催します。
輝彦さんは東京パラリンピックの閉会式でその独自の演奏スタイルを披露し、多くの人々に感動を与え
たことは記憶に新しいです。彼は片腕が不自由な中でギターを弾くという困難を乗り越え、音楽に向き合
い続ける姿勢が高く評価されています。
今回の講演では、彼が半身麻痺を経験した際の体験談や、その中で培った強さや前向きな考え方について
語られる予定です。講演の中では、片腕でのギター演奏を間近で楽しむことができるミニライブも予定
されています。その技術とバイブスに触れ、私たちも日々の生活に新たな視点を得ることができることで
しょう。そして、後編となる11月の講演では、ギターを持ち込んでのセッションも予定しており、参加者
が輝彦さんと直接音楽を通じて交流できる機会をご用意しております。
筆者は普段は主にベースを弾いていますが、輝彦さんの影響を受けて久しぶりにテレキャスターを引っ張り
出してきてタッピング奏法にチャレンジしています。みなさまのエントリーをお待ちしております。


